
山
県
太
華
と
　
『
民
政
要
編
』

〔
〓

山
県
太
華
（
一
七
八
一
～
一
八
六
六
）
、
名
は
被
、
字
は
文
祥
。
通
称
を
半
七
。

太
華
は
号
で
あ
る
。
周
防
吉
敷
郡
天
草
村
で
、
吉
田
半
右
衛
門
の
嫡
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
の
ち
明
倫
館
の
第
一
一
代
の
学
頭
で
あ
っ
た
周
南
の
後
裔
と
し
て
山
県
氏
を
継

い
だ
。周
南
（
一
六
八
七
～
一
七
五
二
）
は
良
斎
の
次
男
で
あ
る
。
十
九
才
で
江
戸
に
出

て
、
当
時
古
文
辞
学
で
有
名
な
荻
生
狙
裸
に
師
事
し
た
。
太
宰
春
台
・
安
藤
東
野
・

服
部
南
郭
ら
と
共
に
墓
園
の
四
天
王
と
称
ば
れ
、
こ
れ
に
平
野
金
華
・
高
野
蘭
亭
・

宇
佐
美
滞
水
と
祖
来
を
加
え
て
護
園
の
八
子
と
も
称
さ
れ
、
中
で
も
周
南
は
学
・
文

の
才
に
お
い
て
他
に
抜
き
ん
で
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
三
年
に
し
て
帰
落
し
、
享
保

二
年
（
一
七
一
七
）
五
代
藩
主
毛
利
吉
元
に
侍
講
と
し
て
仕
え
た
。
吉
元
は
教
学
に

意
を
注
ぎ
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
文
武
の
稽
古
場
と
し
て
藩
校
を
建
設
す
る
こ

と
を
計
画
し
、
周
南
に
藩
校
創
建
の
た
め
の
諸
調
査
を
命
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
藩
校

は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
正
月
完
成
し
、
そ
の
名
も
周
南
に
よ
っ
て
明
倫
館
と
名

付
け
ら
れ
た
。
周
南
の
撰
す
る
「
明
倫
館
記
」
　
〔
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
＝
寛
保

元
年
〕
に
よ
る
と
、
「
官
成
、
都
名
目
明
倫
館
、
取
諸
孟
子
之
言
云
々
」
と
い
う
。

『
孟
子
』
膝
文
公
上
篇
に
、
夏
・
殿
・
周
の
三
代
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
述
べ
、

「
学
則
三
代
共
之
、
皆
所
以
明
人
倫
也
」
と
あ
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
初

代
の
学
頭
祭
酒
で
あ
っ
た
小
倉
尚
斎
が
没
す
る
と
、
二
代
学
頭
祭
酒
と
し
て
周
南
が

就
任
し
た
。
以
後
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
三
代
学
頭
祭
酒
と
し
て
津
田
東
陽
が

就
任
す
る
ま
で
、
在
職
十
一
年
間
、
俊
才
の
育
成
に
努
め
、
謹
園
古
文
辞
の
学
風
は
、

周
防
・
長
門
二
州
の
全
土
に
浸
透
し
、
こ
の
風
は
享
保
以
後
、
天
保
・
弘
化
の
頃
ま

下
　
見
　
隆
　
雄

で
百
二
十
余
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
域
の
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
わ
れ
る
。
門
下
に
多
く
の
英
才
を
養
い
、
周
南
は
宝
暦
二
年
二
七
五
二
）
、

六
十
六
才
で
没
し
た
。

十
四
代
藩
主
毛
利
敬
親
は
、
時
代
の
推
移
に
対
応
す
る
に
は
明
倫
館
が
従
来
の
規

模
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
敷
地
を
拡
張
し
て
萩
江
向
の
地
に
新
明
倫

館
の
建
設
を
計
画
し
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
時
の

学
頭
祭
酒
は
山
県
氏
を
継
い
だ
太
華
で
あ
り
、
こ
の
新
藩
校
の
開
設
に
尽
力
し
た
。

今
、
彼
の
撰
に
な
る
「
重
建
新
明
倫
館
記
」
　
（
嘉
永
二
年
）
の
碑
文
が
残
っ
て
い
る
。

太
華
は
、
初
め
明
倫
館
に
学
び
、
つ
い
で
筑
前
（
福
岡
）
に
赴
い
て
、
祖
殊
学
で

九
州
に
お
け
る
重
鎮
と
名
の
高
か
っ
た
亀
井
南
冥
（
一
七
四
三
～
一
八
一
四
）
に
つ

い
て
古
文
辞
学
を
修
め
た
。
と
こ
ろ
で
南
冥
は
、
荻
生
狙
来
に
学
ん
だ
父
聴
因
の
教

え
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
か
つ
て
長
州
に
遊
ん
で
山
県
周
南
に
も
謁
し
、
狙
来
学

へ
の
信
を
一
層
強
め
た
と
い
わ
れ
る
。
福
岡
藩
で
は
東
西
両
学
問
所
が
開
設
さ
れ
、

西
学
の
総
受
持
ち
と
な
っ
て
祖
彿
学
を
講
ず
る
南
実
の
名
望
は
東
学
を
圧
し
て
高
く
、

祖
裸
学
は
隆
盛
を
極
め
た
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
幕

府
異
学
の
禁
は
こ
の
福
岡
藩
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
。
南
冥
が
寛
政
四
年
（
一
七

九
二
）
失
行
で
職
疎
を
奪
わ
れ
た
後
の
西
学
は
ふ
る
わ
ず
、
つ
い
に
は
東
学
に
併
合

さ
れ
、
朱
子
学
派
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
失
意
の
南
冥
は
文
化
十
一
年
、
居

室
に
火
を
放
っ
て
焼
死
す
る
の
で
あ
る
。

太
華
が
南
実
に
師
事
し
た
時
期
や
江
戸
に
出
た
理
由
、
ま
た
何
故
家
学
で
あ
っ
た

古
文
辞
学
か
ら
朱
子
学
へ
転
向
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
明
確
な
指
摘
を
見
な

い
。
そ
こ
で
き
わ
め
て
小
説
的
で
は
あ
る
が
、
想
像
を
加
え
て
み
る
。
一
七
八
一
年

に
生
ま
れ
た
太
華
が
南
冥
の
指
導
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
十
才
前
後
な
い
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し
そ
の
後
で
、
南
冥
失
脚
と
重
な
る
時
期
が
有
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

の
ち
に
彼
が
江
戸
に
出
て
学
ぶ
決
心
を
し
た
り
朱
子
学
に
関
心
を
も
ち
始
め
る
の
も
、

こ
の
南
異
の
周
囲
で
起
こ
っ
た
出
来
事
や
そ
の
の
ち
の
非
業
の
死
と
無
関
係
で
は
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
江
戸
に
出
て
諸
家
と
接
触
を
持
つ
彼
の

行
動
は
、
そ
れ
な
り
に
彼
個
人
に
お
け
る
特
殊
体
験
で
の
精
神
的
衝
撃
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
時
代
の
趨
勢
を
敏
感
に
先
取
り
す

る
彼
の
鋭
い
見
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
も
評
価
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
太
華
に
お
い
て
古
文
辞
学
が
す
べ
て
払
拭
さ
れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
い
。
も
し
彼
が
朱
子
学
一
辺
倒
．
に
な
っ
て
い
た
の
な
ら
、
本
論
で
取
り
上
げ
る

『
民
政
要
編
』
な
ど
は
論
述
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
に
出
た
太
華
は
林
・
佐
藤
・
安
積
な
ど
の
諸
家
に
接
し
て
、
古
文
辞
学
か
ら

朱
子
学
へ
転
向
し
た
と
い
わ
れ
る
。
林
述
斎
二
七
六
八
～
一
八
四
一
）
　
は
、
寛
政

異
学
の
禁
で
昌
平
校
の
学
制
改
革
に
当
た
っ
た
林
信
敬
の
没
後
、
林
家
八
代
と
し
て

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
大
学
頭
祭
酒
と
な
る
。
若
い
頃
、
四
才
ち
が
い
の
佐
藤
一

斎
二
七
七
二
～
一
八
五
九
）
　
と
も
切
磋
琢
磨
し
て
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
岩
村
藩

の
一
斎
は
二
十
二
才
の
時
、
信
敬
に
学
ん
で
そ
の
邸
内
に
住
ま
い
し
た
。
ま
た
江
戸

で
愛
日
楼
塾
を
開
い
て
人
材
を
教
育
し
た
と
い
わ
れ
、
述
斎
の
没
後
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
、
昌
平
校
の
儒
官
と
な
る
。
安
積
艮
斎
二
七
九
一
～
一
八
六
〇
）

は
、
岩
代
の
人
で
、
江
戸
に
出
て
佐
藤
一
斎
の
家
僕
と
な
り
、
の
ち
林
述
斎
に
師
事

し
た
。
文
化
十
一
年
二
八
一
四
）
　
駿
河
台
に
塾
を
開
い
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五

〇
）
　
昌
平
校
儒
官
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
家
に
接
し
っ
つ
、
太
華
は
時
代
の
脚
光

を
浴
び
る
朱
子
学
の
盛
況
に
感
ず
る
こ
と
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
太
華
は
、
藩
主
斉
元
の
側
儒
と
な
り
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
、
明
倫
館

学
頭
で
あ
っ
た
小
田
村
藍
田
の
病
の
た
め
、
そ
の
助
役
と
な
っ
た
。
同
九
年
（
一
八

二
一
）
側
儒
・
学
頭
兼
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
、
世
子
斉
広

に
句
読
を
授
け
、
文
政
七
年
二
八
二
四
）
学
頭
を
解
か
れ
て
側
儒
専
任
に
復
す
る
。

天
保
六
年
二
八
三
五
）
　
学
頭
祭
酒
と
な
り
、
明
倫
館
学
風
は
朱
子
学
に
改
め
ら
れ

た
。
特
に
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
　
明
倫
館
重
建
に
お
い
て
は
、
朱
子
の
白
魔
洞
書

院
掲
示
を
学
規
に
加
え
、
聖
堂
に
は
周
惇
瞭
・
郡
薙
・
張
載
・
程
願
・
程
頃
・
来
貢

ら
六
子
を
従
嗣
し
た
と
い
う
。
し
か
し
太
華
に
お
心
て
は
、
藩
校
の
学
風
を
朱
子
学

に
改
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
自
身
の
古
文
辞
学
を
す
べ
て
棄
て
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
彼
自
身
の
学
風
も
朱
子
学
一
辺
倒
に
な
っ
た
と
い

う
の
な
ら
、
前
述
の
ご
と
く
『
民
政
要
編
』
　
の
著
な
ど
有
る
は
ず
が
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
笠
井
助
治
氏
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻

（
二
、
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
と
学
風
）
頁
一
三
七
七
に
よ
れ
ば
、
「
し
か

し
尚
、
狙
裸
古
文
辞
の
学
風
は
明
治
維
新
ま
で
潜
在
し
た
」
　
と
い
う
。
し
か
し
明
倫

館
に
お
け
る
学
風
の
改
変
は
防
長
全
土
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
郷
校
は
こ
れ
以
後
一
斉

に
朱
子
学
に
変
じ
た
。

明
倫
館
重
建
完
成
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
嘉
永
三
年
二
八
五
〇
）
　
に
、
太
華
は
病

を
理
由
に
学
頭
を
辞
し
た
が
、
従
来
の
席
次
の
ま
ま
と
さ
れ
、
十
二
月
職
を
免
ぜ
ら

れ
た
。
翌
年
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
　
に
は
、
藩
命
に
よ
っ
て
『
四
書
集
註
』
の
訓

点
を
改
め
て
、
明
倫
館
版
教
科
書
を
作
成
し
、
翌
年
に
は
隠
居
す
る
。
そ
し
て
慶
応

二
年
八
月
（
一
八
六
六
）
、
八
十
六
才
で
没
し
た
。

〔二〕

太
華
の
著
述
と
し
て
は
、
『
国
史
纂
論
』
・
『
民
政
要
編
』
・
『
周
官
備
考
』
・

『
儀
礼
備
考
』
・
『
礼
記
備
考
』
・
『
三
礼
備
考
』
・
『
論
語
折
衷
』
・
『
中
庸
文

脈
』
・
『
臣
軌
解
』
・
『
芸
窓
筆
記
』
な
ど
が
揚
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
『
国
書
総
目

録
』
に
よ
れ
ば
、
『
周
官
備
考
』
・
『
儀
礼
備
考
』
（
、
・
『
三
礼
備
考
』
・
『
中
庸
文

脈
』
・
『
臣
軌
解
』
は
、
「
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
に
よ
る
」
と
し
て
、
そ
の

所
在
を
明
記
し
て
い
な
い
。
今
、
『
民
政
要
編
』
・
『
礼
記
備
考
』
・
『
論
語
折
衷
』

な
ど
は
閲
覧
で
き
る
。
『
民
政
要
編
』
は
、
国
会
図
書
館
・
内
閣
文
庫
・
九
州
大
学
・

京
都
大
学
・
滋
賀
大
学
・
東
北
大
学
・
山
口
図
書
館
・
刈
谷
図
書
館
・
新
宮
文
庫
図

書
館
・
無
窮
会
な
ど
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
「
和
刻
本
経
書
集
成
」
第
六

輯
古
注
之
部
第
二
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
『
礼
記
備
考
』
・
『
論
語
折
衷
』
は
早
稲

田
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
室
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
経
文
よ
り
語
句
を
掲

げ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
孔
疏
や
鄭
注
を
は
じ
め
義
疏
・
朱
子
注
な
ど
の
説
を
検
討
し
、
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こ
れ
に
簡
単
な
是
非
の
言
を
付
す
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
メ
モ
の
集
積
で
、

草
稿
程
度
と
も
言
う
べ
き
内
容
で
あ
る
。

『
礼
記
備
考
』
は
著
者
の
自
筆
と
さ
れ
、
『
礼
記
備
考
』
と
『
礼
記
定
説
』
が
一

峡
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
は
合
冊
で
、
『
礼
記
備
考
』
一
、
曲
礼
上
　
（
八
菓
）
・
曲

礼
下
（
四
菓
）
・
檀
弓
上
　
（
十
菓
）
・
『
礼
記
備
考
』
　
三
、
曽
子
問
（
三
業
）
・
文

王
世
子
（
五
葉
）
・
礼
遇
（
六
菓
）
・
礼
器
（
四
薬
）
郊
特
牲
（
五
葉
）
・
『
礼
記

定
説
』
、
曲
礼
上
（
十
三
薬
）
・
曲
礼
下
（
六
菓
）
・
檀
弓
上
（
十
一
菓
）
　
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
　
『
論
語
折
衷
』
　
の
方
は
写
本
と
い
い
、
一
株
二
本
有
り
、
一
本
は

『
論
語
折
衷
』
　
二
、
為
政
篇
・
『
論
語
折
衷
』
　
三
、
八
倍
篇
か
ら
成
り
、
一
本
は

『
論
語
折
衷
』
　
二
、
為
政
篇
で
さ
き
に
掲
げ
た
『
論
語
折
衷
』
　
二
と
同
じ
内
容
で
あ

る
が
字
体
は
『
論
語
折
衷
』
三
に
よ
く
似
て
い
る
、
た
だ
し
中
に
付
箋
を
加
え
て
書

き
加
え
た
と
こ
ろ
が
有
る
。
ま
た
こ
れ
に
三
菓
だ
け
で
あ
る
が
、
『
詩
経
私
妙
』
　
二

が
加
え
ら
れ
、
嘉
永
二
年
己
酉
秋
七
月
と
記
す
。

『
礼
記
』
に
つ
い
て
も
、
『
論
語
』
に
つ
い
て
も
本
来
全
編
に
わ
た
っ
て
の
文
字
・

語
句
の
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
た
も
の
か
否
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
少
な
く
と

も
、
『
論
語
折
衷
』
一
や
『
礼
記
備
考
』
　
二
が
欠
落
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

た
だ
し
、
残
さ
れ
た
も
の
が
い
か
に
も
草
稿
メ
モ
と
い
っ
た
感
じ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
も
、
太
華
は
全
編
の
語
句
に
わ
た
る
解
説
検
討
を
計
画
し
て
は
い
た
が
、

実
際
に
は
、
い
ま
見
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
ま
で
し
か
進
ん
で
い
な
っ
か
た
の
だ
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
『
礼
記
備
考
』
　
二
と
あ
る
べ
き
王
制
篇
・
月

令
薦
に
つ
い
て
は
、
彼
が
こ
れ
を
読
ま
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
為
政
に

関
す
る
諸
制
度
や
政
治
と
自
然
現
象
と
の
関
連
な
ど
、
か
な
り
複
雑
な
内
容
を
含
む

も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
の
検
討
は
故
意
に
後
回
し
に
し
た
の
だ
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
に
見
る
と
し
て
も
、
『
論
語
折
衷
』
一
に
つ
い

て
は
や
は
り
欠
落
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は

単
な
る
想
像
の
域
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

『
論
語
折
衷
』
一
冊
が
山
口
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
未
見

で
あ
る
。
し
か
し
早
大
図
書
館
の
そ
れ
と
大
差
な
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

以
上
の
他
に
、
太
華
の
筆
に
係
る
も
の
に
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
『
芸

窓
筆
記
』
　
（
山
口
図
書
館
）
・
『
救
弊
談
』
　
（
防
長
史
籍
地
誌
改
題
に
よ
る
）
・

『
重
建
明
倫
館
記
』
　
（
山
口
図
書
館
）
・
『
臣
行
解
』
　
（
国
会
図
書
館
・
京
都
大
学
・

慶
応
大
学
・
東
洋
大
学
や
山
口
図
書
館
な
ど
の
各
図
書
館
そ
の
他
）
・
『
西
園
叢
子
』

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
）
・
『
崇
文
公
御
行
実
記
』
　
（
山
口
文
書
館
）
・
『
太
華
詩

集
』
　
（
山
口
図
書
館
）
・
『
太
華
書
堂
読
書
規
』
　
（
無
窮
会
）
・
『
太
華
文
妙
』

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
山
口
図
書
館
）
・
『
治
国
論
』
　
（
日
本
経
済
大
典
四
一
）
・

『
長
州
侯
世
子
斉
広
公
行
状
』
　
（
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
）
・
『
二
孝
子
石
碑
文
』

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
）
・
『
入
学
正
路
』
　
（
山
口
図
書
館
）
・
『
閲
見
詩
文
章
集
』

（
旧
三
井
文
庫
、
現
在
は
所
在
不
明
）
・
『
民
信
之
説
』
　
（
萩
毛
利
家
）
・
『
毛
利

隆
元
蜘
伝
』
　
（
長
周
叢
書
八
）
・
『
山
県
太
華
先
生
献
策
』
　
（
宮
内
庁
書
陵
部
）
・

『
山
県
半
七
吾
出
録
』
　
（
山
口
文
書
館
）
　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

八三〕

太
華
は
本
来
、
古
文
辞
学
を
修
め
中
国
古
典
文
献
に
関
す
る
研
鎖
を
積
ん
だ
学
者

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
姿
勢
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
明
倫
館
の
教
育
方
針
が
朱

子
学
に
転
換
さ
れ
た
後
で
も
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
明
倫
館
の
学
頭
で
あ
っ
た
太
華
自
身
が
前
述
『
民
政
要
編
』
三
巻
を
著

し
た
事
実
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
の
序
文
に
は
天
保
十
四
年

二
八
四
三
）
　
の
三
月
と
あ
り
、
出
版
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
と
い
わ
れ
る
。

出
版
ま
で
何
故
五
年
の
月
日
を
要
し
た
の
か
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

『
民
政
要
編
』
三
巻
は
、
『
周
礼
』
地
官
司
徒
を
取
り
上
げ
て
著
者
の
抜
粋
に
よ

り
、
全
七
九
官
の
中
か
ら
二
十
二
の
官
を
選
び
、
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
著
述
の
目
的
に
つ
い
て
、
太
華
は
、
「
巻
之
こ
　
の
初
め
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
　
（
原
文
片
仮
名
の
部
分
を
平
仮
名
で
表
記
し
、
か
つ
句
読
点
を
付
す
る
）
。

す
な
わ
ち
、
此
編
は
周
官
の
内
に
て
、
地
宮
司
徒
の
職
並
に
六
郷
六
遂
等
民
政
に
於
て
肝
要

な
る
諸
職
を
挙
げ
て
、
是
を
解
す
る
に
国
字
を
以
て
し
、
凡
そ
土
地
人
民
を
司
る
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者
を
し
て
、
聖
人
　
民
を
治
む
る
の
政
　
天
理
に
本
き
、
人
事
を
尽
く
し
、
其
法

制
　
精
密
周
備
に
し
て
至
ら
ざ
る
所
な
く
、
実
に
天
下
万
世
　
民
を
治
む
る
者
の

亀
鑑
た
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
者
な
り
。

と
あ
る
。
著
者
が
、
「
民
生
に
肝
要
な
る
諸
職
を
挙
げ
」
　
「
土
地
人
民
を
司
る
者

を
し
て
…
…
知
ら
し
め
る
」
と
い
う
観
点
に
立
ち
こ
の
角
度
か
ら
地
官
司
徒
の
諸
職

を
選
び
、
解
説
・
公
表
す
る
意
義
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
周
礼
』
地
官
は
本
来
教
育
を
司
る
官
で
地
方
行
政
一
般
を
そ
の
職
域
と
す
る
。
太

華
は
七
十
九
官
の
内
、
五
十
七
の
官
に
つ
い
て
は
何
故
こ
れ
を
省
い
七
か
に
つ
い
て

述
べ
て
は
い
な
い
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
か
れ
の
著
述
意
図
か
ら
す
れ
ば
、
省
略

の
理
由
は
次
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
師
氏
・
保
氏
等
は
貴

族
教
育
に
関
わ
る
官
で
あ
っ
て
人
民
と
は
直
接
関
係
無
い
の
で
除
き
、
司
諌
・
司
救
・

調
人
な
ど
は
、
人
民
の
言
行
に
関
し
て
監
視
・
是
正
・
調
停
な
ど
に
あ
た
る
官
で
あ

る
の
で
、
秋
官
大
司
冠
の
刑
官
に
近
い
要
素
が
あ
り
、
教
官
と
は
や
や
色
彩
を
異
に

す
る
と
判
断
し
た
か
ら
除
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
族
　
（
百
家
）
　
の
長
と
し
て
そ

の
族
中
の
禁
戒
・
号
令
・
政
事
を
掌
る
族
師
な
ど
は
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
牧
人
・

牛
人
・
充
人
な
ど
の
牧
畜
に
関
す
る
官
、
司
市
か
ら
泉
府
に
至
る
市
井
を
掌
る
官
、

司
門
・
司
開
・
掌
節
な
ど
の
門
を
掌
る
も
の
、
華
人
・
稲
人
や
山
虞
・
林
衡
ま
た
掌

炭
・
掌
茶
な
ど
山
川
や
農
事
に
関
わ
る
官
、
こ
れ
ら
具
体
的
直
接
的
な
仕
事
に
直
結

す
る
官
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
指
導
・
監
督
す
る
立

場
の
諸
官
を
掲
げ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
を
敢
え
て
掲
げ
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

『
民
政
要
編
』
編
成
の
方
法
は
以
上
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
が
、
次
に
こ
の
書
を

編
纂
著
述
し
た
著
者
の
意
図
に
つ
い
て
こ
の
点
を
も
う
少
し
追
求
し
て
み
た
い
。

「
民
政
要
編
序
」
　
を
書
き
下
し
分
に
し
て
掲
げ
て
み
る
。

天
の
斯
民
を
生
ず
る
や
、
生
育
し
て
之
を
長
養
す
る
所
以
の
具
、
備
は
ら
ざ
る

所
美
し
。
五
穀
・
菜
武
は
其
の
口
腹
を
養
う
所
以
な
り
。
麻
綬
・
締
架
は
其
の
体

膚
を
保
ず
る
所
以
な
り
。
竹
木
・
金
石
は
其
の
営
築
に
給
し
て
其
の
器
用
を
利
す

る
な
り
。
而
し
て
聡
明
・
聖
智
の
人
を
生
じ
て
之
が
君
と
為
し
、
之
が
師
と
為
し

て
、
之
を
し
て
教
へ
て
之
を
導
き
　
治
め
て
之
を
安
ん
じ
、
天
地
の
及
ば
ざ
る
所

を
輔
相
し
て
　
生
民
の
足
ら
ざ
る
所
を
救
助
せ
使
む
る
な
り
。
是
を
以
て
天
既
に

之
に
与
ふ
る
に
葬
倫
・
五
常
の
性
を
以
て
し
て
　
自
ら
之
を
尽
く
す
能
は
ざ
る
と

き
は
、
則
ち
聖
人
之
が
典
法
・
礼
儀
を
制
し
て
以
て
之
を
備
ひ
之
を
導
き
て
　
之

を
し
て
其
の
性
を
尽
く
さ
使
む
る
な
り
。
天
既
に
之
に
与
ふ
る
に
五
穀
・
財
物
を

以
て
し
て
、
而
も
猶
は
償
え
且
つ
寒
ゆ
る
有
る
と
き
は
、
則
ち
聖
人
　
之
が
官
長

を
立
て
て
其
の
政
事
を
均
へ
、
乏
し
き
を
胴
ひ
匿
き
を
賑
は
し
、
之
を
し
て
飢
寒

の
患
ひ
を
免
れ
使
む
る
な
り
。
天
の
其
の
民
に
於
け
る
や
、
此
の
如
く
其
れ
篤
く

し
て
且
つ
至
れ
り
。
而
し
て
天
に
代
は
り
て
其
の
道
を
裁
制
し
其
の
化
膏
を
賛
す

る
者
は
則
ち
大
君
の
職
な
り
。
故
に
日
く
、
天
工
　
人
其
の
之
に
代
は
る
と
。
豊

に
唯
に
大
君
の
み
な
ら
ん
や
。
公
卿
大
夫
自
り
以
下
、
凡
百
有
司
の
職
、
皆
天
工

を
亮
く
る
所
以
な
り
。
苛
も
天
工
に
代
は
る
老
天
道
を
明
ら
か
に
し
天
心
を
知
ら

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
古
は
司
徒
の
官
専
ら
教
養
を
掌
る
老
　
其
の
民
政
に
於

け
る
や
最
も
重
く
、
而
し
て
唐
虞
以
来
、
此
の
官
の
譲
も
亦
た
巳
に
久
し
き
な
り
。

而
し
て
能
く
天
心
に
応
じ
て
天
工
を
尽
く
し
、
教
化
の
道
・
生
義
の
方
よ
り
以
て

刑
賞
・
賦
赦
・
征
役
の
法
に
至
る
ま
で
、
其
の
精
詳
・
周
密
な
る
こ
と
、
周
宮
司

徒
の
職
よ
り
備
は
れ
る
は
莫
き
な
り
。
苛
も
民
上
と
為
り
て
、
天
心
を
体
し
て
天

工
に
代
は
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
必
ず
之
を
熟
読
し
て
其
の
義
を
詳
明
に
せ
ざ
る

可
か
ら
ざ
る
な
り
。

我
が
邦
の
西
土
に
於
け
る
、
彼
此
地
を
殊
に
し
古
今
宜
を
異
に
し
、
尽
く
は
施

用
す
可
か
ら
ざ
る
老
有
り
と
難
も
、
苛
も
其
の
意
を
得
て
そ
の
道
を
尽
く
さ
ば
、

則
ち
亦
た
天
職
に
負
は
ざ
る
可
き
な
り
。
若
し
民
を
治
む
る
老
天
工
に
代
は
る
の

義
を
知
ら
ず
し
て
私
事
と
為
し
、
天
民
を
虐
し
て
天
物
を
暴
せ
ば
、
則
ち
天
謎
山
豆

に
畏
れ
ざ
る
可
け
ん
や
。
此
れ
聖
人
　
周
官
を
作
る
こ
と
鄭
重
に
し
て
意
を
致
す

所
以
な
り
。
但
だ
周
官
の
文
、
儒
生
学
士
に
非
ざ
る
自
り
は
、
則
ち
連
に
通
解
し

難
き
者
有
り
。
因
り
て
今
、
国
字
を
以
て
之
を
解
す
る
者
は
　
凡
て
の
民
政
を
治

む
る
者
を
し
て
、
上
は
公
卿
大
夫
よ
り
下
は
府
史
・
膏
徒
に
至
る
ま
で
、
皆
句
解

し
義
通
し
、
之
を
読
む
こ
と
猶
は
邦
乗
・
国
史
の
ご
と
く
に
し
て
而
し
て
後
聖
人

天
に
体
す
る
の
精
意
を
知
り
て
、
心
を
其
の
天
職
に
尽
く
さ
使
め
ん
と
欲
す
る
老

な
り
。
独
り
周
官
中
に
於
て
司
徒
諸
職
の
民
政
に
切
要
な
る
老
の
み
を
挙
げ
て
之
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を
解
す
。
困
り
て
之
を
名
づ
け
て
民
政
要
編
と
日
ふ
。

以
上
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、

先
ず
、
天
が
民
を
生
じ
、
生
育
・
長
義
の
具
と
し
て
、
食
・
衣
・
住
の
諸
物
を
与

え
、
ま
た
天
に
代
わ
っ
て
人
民
を
善
導
す
る
た
め
に
聡
明
・
聖
智
の
人
を
生
じ
た
こ

と
を
述
べ
る
。
天
は
人
民
が
自
主
的
に
生
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
で
に

葬
倫
・
五
常
の
性
を
授
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
聖
人
に
典
法
・
礼
儀
で
導
か
せ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
君
は
天
の
意
志
を

代
行
す
る
の
が
そ
の
存
在
意
義
で
あ
り
、
仕
え
る
百
官
の
役
目
は
、
こ
の
人
君
を
助

け
て
天
道
を
明
ら
か
に
し
天
心
を
知
る
に
在
る
と
す
る
。

こ
こ
に
は
、
基
本
的
に
は
、
中
国
古
来
の
天
・
大
君
・
民
に
対
す
る
考
え
方
が
太

華
の
言
葉
を
と
お
し
て
語
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
天
の
し
わ
ざ
を
人

が
代
わ
っ
て
為
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
書
経
』
呆
陶
講
に
、
皐
陶
が
、
「
庶
官
を

暁
し
く
す
る
無
か
れ
、
天
工
は
人
其
れ
之
に
代
は
る
云
々
」
　
と
述
べ
、
帝
王
の
務
め

が
官
吏
の
人
物
を
知
り
民
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
、
「
人
を
知
る
に

在
り
、
民
を
安
ん
ず
る
に
在
り
」
　
と
い
う
。
『
有
子
』
大
略
篇
に
、
「
天
の
民
を
生

ず
る
は
、
君
の
為
に
す
る
に
非
ず
。
天
の
君
を
立
つ
る
は
、
以
て
民
の
為
に
す
る
な

り
」
と
あ
り
。
『
呂
氏
春
秋
』
本
生
篇
に
は
、
「
始
め
て
之
を
生
ず
る
者
は
天
な
り
。

之
を
養
成
す
る
も
の
は
人
な
り
。
能
く
天
の
生
ず
る
所
を
養
ひ
て
之
に
探
る
勿
き
、

之
を
天
子
と
謂
ふ
。
天
子
の
動
く
や
、
天
を
全
う
す
る
を
以
て
故
と
な
す
老
な
り
。

此
れ
官
の
自
り
て
立
つ
所
な
り
。
官
を
立
つ
る
者
は
以
て
生
を
全
う
す
る
な
り
」
　
と

も
見
え
る
。
民
本
主
義
を
掲
げ
る
『
孟
子
』
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
表
現
が
頻
見
す

る
。
例
え
ば
、
「
梁
恵
王
下
篇
」
　
に
、
『
詩
経
』
我
絡
篇
や
『
書
経
』
　
の
泰
誓
篇
に

よ
り
、
「
天
を
楽
し
む
者
は
天
下
を
保
ん
じ
、
天
を
畏
る
る
者
は
其
の
国
を
保
ん
ず
。

詩
に
云
ふ
、
天
の
威
を
畏
れ
て
、
時
に
之
を
保
ん
ず
と
、
…
…
書
に
日
く
、
天
下
民

を
降
し
、
之
が
君
を
作
て
之
が
師
を
作
つ
る
は
、
惟
れ
其
の
上
帝
を
助
け
て
之
を
寵

せ
し
め
ん
が
日
め
な
り
」
と
見
え
て
お
り
、
ま
た
「
万
事
上
篇
」
　
に
は
、
「
大
誓
に

日
く
、
天
の
視
る
は
我
が
民
の
視
る
に
自
り
、
天
の
聴
く
は
我
が
民
の
聴
く
に
自
る

と
。
此
を
之
れ
謂
ふ
な
り
」
ま
た
「
天
の
此
の
民
を
生
ず
る
や
、
先
知
を
し
て
後
知

を
覚
ら
し
め
、
先
覚
を
し
て
後
覚
を
覚
ら
し
む
。
予
は
天
民
の
先
覚
者
な
り
」
　
と
い

入
ノ
0

さ
て
、
太
華
が
以
上
の
よ
う
な
為
政
認
識
を
抱
き
、
『
民
政
要
編
』
を
通
し
て
こ

れ
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
太
華
の
思
想
な
い
し
は
当
世
観
を
理
解
す
る
上
で

の
一
つ
の
要
点
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
れ
の
学
問
姿
勢
と
論
述
表
現

と
を
比
較
し
て
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
の
占
冨
い
さ
さ
か
考
察
し
て
み
た
い
。

先
ず
、
こ
の
『
民
政
要
編
』
を
著
し
た
大
草
の
理
念
が
、
荻
生
但
裸
に
お
け
る
古

文
辞
学
の
立
場
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
得
た
ぬ
と
判
断
し
て
よ
か
ろ

う
こ
と
、
こ
こ
に
か
れ
の
認
識
を
決
定
す
る
基
本
姿
勢
が
定
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
狙
裸
の
い
う
聖
人
の
道
と
は
天

下
国
家
を
治
め
る
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
先
王
が
治
国
の
た
め
に
作
為
制
定
し
た
礼
楽

刑
政
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
儒
教
に
よ
っ
て
民
を
導
く
者
の
努
め
は
、
こ
の
礼

楽
刑
政
に
よ
っ
て
民
を
治
め
、
天
下
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
民
政
要
編
序
」
　
に
い
う
と
こ
ろ
が
古
文
辞
学
の
精
神
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
明

瞭
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
君
主
は
天
の
し
わ
ざ
を
代
わ
っ
て
遂
行
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
太

華
の
こ
の
理
念
は
、
か
れ
が
吉
田
松
陰
の
『
講
孟
余
話
』
に
加
え
た
い
わ
ゆ
る
『
講

孟
節
記
評
語
』
　
の
基
本
理
念
と
し
て
も
、
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

幕
府
を
天
朝
に
臣
事
さ
せ
て
、
国
内
一
致
し
て
外
国
勢
力
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
革
新
的
な
思
想
で
迫
る
松
陰
に
対
し
て
、
幕
府
の
存
在
を
擁
護
し
ょ
う
と
す
る

太
華
の
姿
勢
に
こ
の
こ
と
は
表
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
は
天
下
の

主
と
し
て
正
統
の
位
を
継
ぐ
存
在
な
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
土
地
人
民
を
治
め
る

の
は
将
軍
で
あ
る
と
認
識
し
、
現
状
の
勢
力
を
是
認
維
持
す
る
観
点
に
立
つ
太
華
に

と
っ
て
、
『
周
礼
』
と
出
会
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
天
の
意
志
と
君
主
の
現
実
政
治
遂

行
と
い
う
組
合
せ
を
理
想
と
す
る
発
想
は
、
誠
に
都
合
の
良
い
資
材
と
な
り
得
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
こ
と
は
、
『
講
孟
節
記
評
語
草
稿
』
　
（
『
松

陰
全
集
』
第
三
巻
・
「
講
孟
余
話
付
録
」
）
　
に
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
「
天
子

は
天
下
の
人
民
を
治
め
給
ふ
、
本
と
其
の
天
職
な
り
。
其
の
天
職
を
得
給
は
ざ
る
時

は
、
走
れ
に
代
わ
り
て
是
れ
を
治
む
る
老
あ
り
。
…
…
天
子
は
至
尊
の
御
位
を
継
ぎ

て
上
に
立
ち
給
ひ
、
走
れ
を
公
家
と
称
し
、
武
将
は
四
海
の
土
地
人
民
を
有
ち
て
天
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下
の
治
を
為
し
、
是
れ
を
武
家
と
称
し
、
公
家
・
武
家
判
然
と
別
る
。
…
…
天
子
は

先
皇
以
来
正
統
の
御
位
を
継
が
せ
給
ふ
て
天
下
の
大
君
主
と
仰
が
れ
給
ひ
、
武
将
は

天
下
の
土
地
人
民
を
有
ち
て
其
の
政
治
を
為
し
給
ひ
、
天
地
自
然
の
勢
一
た
び
定
ま
っ

て
変
ず
る
べ
か
ら
ず
」
　
と
述
べ
、
ま
た
「
方
今
日
本
の
国
体
、
天
皇
あ
り
　
大
将
軍

あ
り
。
天
皇
は
京
師
に
在
り
て
国
政
に
預
る
こ
と
な
く
、
大
将
軍
は
東
都
に
在
り
て

諸
侯
の
主
と
し
、
事
な
き
と
き
は
諸
侯
を
朝
せ
し
め
て
天
下
の
治
を
為
し
、
事
あ
る

と
き
は
諸
侯
に
命
じ
て
冠
賊
を
征
伐
せ
し
む
る
老
な
り
と
云
々
」
　
と
い
う
。
ま
た
、

『
講
孟
節
記
評
語
』
下
の
二
に
、
「
天
下
と
は
土
地
人
民
を
指
し
て
言
ふ
の
辞
な
り
。

位
を
云
ふ
に
非
ず
。
…
…
天
子
は
土
地
人
民
を
有
し
給
は
ず
、
武
将
の
供
給
を
受
け

給
ふ
こ
と
は
、
我
が
邦
の
人
は
勿
論
外
国
の
人
も
皆
知
る
所
な
り
。
此
の
如
く
国
勢

自
然
と
定
ま
り
、
人
力
の
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
処
、
こ
れ
天
と
い
う
べ
し
。
・

‥
こ
れ
天
子
天
下
の
土
地
人
民
を
治
め
給
ふ
こ
と
能
は
ず
、
政
事
廃
せ
し
ゆ
ゑ
に
、

武
人
土
地
の
権
を
専
ら
に
し
、
終
に
天
子
に
代
は
り
て
別
に
武
将
あ
り
て
天
下
の
土

地
人
民
を
治
め
ら
れ
L
も
亦
理
勢
の
自
然
な
り
」
　
と
い
う
。

太
華
が
松
陰
の
革
新
的
な
姿
勢
に
対
し
て
示
し
た
現
状
是
認
の
態
度
は
、
か
れ
の

学
問
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
の
生
き
方
と
い
さ
さ
か
も
矛
盾
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
寛
政
異
学
の
禁
に
対
応
し
て
は
、
明
倫
館
学
風
を
朱
子
学
に
改

め
た
と
い
う
事
実
が
こ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
太
華

の
学
者
と
し
て
の
真
骨
頂
は
、
教
育
学
風
を
現
実
権
力
者
が
望
む
よ
う
に
形
式
的
に

整
え
て
も
、
己
の
研
究
姿
勢
や
基
盤
は
捨
て
去
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
朱
子
学
を
拒
否
し
な
い
ま
ま
に
己
の
学
の
よ
っ
て
立
つ
古
学
へ
の
関
心
と

研
究
は
堅
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
む
し
ろ
そ
の
古
学
の
精
神
を
現
状
是
認

の
基
盤
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
松
陰
の
よ
う
な
急
進
的
・
行
動
的
な
人
の
中
に
は

養
成
で
き
な
い
、
学
者
と
し
て
の
頑
固
な
姿
勢
が
潜
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

古
来
中
国
に
お
い
て
も
、
学
者
は
現
実
の
体
制
を
政
治
勢
力
と
し
て
是
認
す
る
姿
勢

を
持
ち
な
が
ら
、
陰
に
陽
に
こ
れ
を
批
判
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
太
華
が

『
周
礼
』
な
ど
の
中
国
古
来
の
治
国
の
理
念
を
も
と
に
し
て
天
皇
と
幕
府
の
現
実
関

係
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
興
味
深
い
。
太
華
の
、
天
皇
に
今
治
め
る
力
が

具
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
、
幕
府
が
代
わ
っ
て
土
地
人
民
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
認

識
は
、
や
が
て
天
皇
に
治
世
の
実
力
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
天
皇
が
天
下
を
治
め
る
存

在
と
な
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
れ
の
主
張
の
根
底
に
は
、
実
は
現

実
政
権
を
擁
護
す
る
対
外
姿
勢
と
は
別
に
、
天
の
し
わ
ざ
を
代
わ
っ
て
現
実
施
行
す

る
存
在
と
し
て
の
天
皇
の
登
場
が
暗
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朱

子
学
を
表
面
的
に
は
容
認
す
る
教
育
処
置
を
採
り
つ
つ
も
、
研
究
姿
勢
と
し
て
の
古

学
を
堅
持
し
、
し
か
も
そ
の
観
点
か
ら
の
現
状
擁
護
と
い
う
主
張
提
出
の
態
度
に
は
、

一
筋
組
で
は
処
理
し
が
た
い
学
者
太
華
の
批
判
・
反
骨
の
精
神
が
隠
さ
れ
て
い
た
の

だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
太
華
理
解
は
、
あ
る
い
は
資
料
の
深
読
み
に
よ

る
誤
解
と
一
笑
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
西
国
の
こ

の
文
化
圏
か
ら
、
や
が
て
、
天
下
を
動
か
す
力
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
輩
出
し
た
歴
史
事
実

か
ら
す
る
な
ら
ば
、
太
華
を
単
な
る
体
制
追
従
の
田
舎
教
育
者
と
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
太
華
の
中
に
、
音
も
な
く
現
状
を
批
判
す
る
理
念
が
と
ぐ
ろ

を
巻
い
て
い
た
の
だ
と
い
う
視
座
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

以
上
、
「
民
政
要
編
序
」
　
に
よ
っ
て
、
著
述
の
意
図
を
考
察
す
る
こ
と
よ
り
、
著

者
の
立
場
や
意
識
の
か
た
ち
に
つ
い
て
推
定
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
従
来
の
太
華
は
、

幕
府
の
意
向
を
体
し
て
古
文
辞
学
よ
り
朱
子
学
に
転
向
し
た
学
者
教
育
者
と
の
み
見

な
さ
れ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
太
華
の
真
実
の
姿
を
正
し

く
理
解
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
の
考
え
に
到
達
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
が
著

し
た
『
民
政
要
編
』
は
古
文
辞
学
的
立
場
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
著
述
の

理
念
が
吉
田
松
陰
の
急
進
的
な
草
新
思
想
を
批
判
す
る
理
念
の
基
盤
と
深
く
結
び
付

い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
か
れ
の
現
状
の
幕
府
擁
護
・
是
認
の
立
場
は
、
松
陰
な

ど
と
は
異
な
っ
た
か
た
ち
に
お
け
る
現
状
批
判
の
姿
勢
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
も
見
う
る
だ
ろ
う
と
の
一
見
解
を
提
出
し
た
。
こ
こ
に
は
幕
末
に
お
け
る
学
者
教

育
者
の
一
つ
の
複
雑
な
現
実
理
解
や
教
育
行
動
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
『
民
政
要
編
』
に
お
け
る
司
徒
職
に
関
す
る
太
華
の
見
解
を
紹
介
す
る
。

そ
の
説
明
は
お
お
む
ね
『
周
礼
』
　
の
鄭
玄
注
や
賀
公
彦
疏
な
ど
の
理
解
を
も
と
と
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
そ
の
解
説
は
大
草
の
中
国
古
典
研

究
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
確
か
な
理
解
力
を
通
し
て
、
当
時
の
日
本
の
政
治
的
特
質
な
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ど
も
勘
案
し
っ
つ
、
丁
寧
に
か
れ
自
身
の
こ
と
ば
で
語
ら
れ
る
。
一
例
を
示
せ
ば
、

「
大
司
徒
」
　
の
十
二
教
に
、
「
十
日
、
以
世
事
教
能
、
則
民
不
失
職
」
　
に
つ
い
て
、

啓
公
彦
疏
は
「
父
祖
為
す
所
の
業
、
子
孫
述
ひ
て
こ
れ
を
行
ひ
て
本
職
を
失
は
ず
」

と
解
説
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
太
華
の
解
説
は
、
「
世
事
は
、
士
農
工
商
世
世
受
伝

へ
た
る
業
な
り
。
幼
少
よ
り
仕
習
れ
た
る
こ
と
ゆ
ゑ
、
自
然
に
心
安
ん
じ
て
是
を
能

く
行
ふ
な
り
。
故
に
、
士
の
子
は
恒
に
士
と
な
り
、
農
の
子
は
恒
に
農
と
な
り
、
工

の
子
は
恒
に
工
と
な
り
、
商
の
子
は
恒
に
商
と
な
り
、
其
の
能
く
す
る
所
の
事
を
行

ふ
て
其
の
業
を
易
へ
ざ
る
よ
う
に
教
ふ
る
時
は
、
民
、
世
世
の
職
業
を
矢
は
ざ
る
な

り
」
と
あ
る
。
単
に
翻
訳
解
説
に
止
ま
ら
ず
、
主
体
的
に
『
周
礼
』
を
読
み
込
ん
だ

人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
解
説
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

巻
一
・
地
官
司
徒
に
続
い
て
は
、

地
官
は
地
に
象
り
て
立
つ
る
所
の
官
な
り
。
地
は
万
物
を
載
せ
養
ふ
も
の
な
り
。

地
官
の
万
民
を
教
え
養
ふ
も
亦
た
此
に
同
じ
。
こ
れ
地
に
象
る
所
以
な
り
。
司
徒

は
民
徒
を
司
る
の
義
な
り
。

と
述
べ
、
司
徒
が
万
民
を
教
え
養
う
官
で
あ
り
、
そ
の
ゆ
え
に
地
に
象
る
の
で
あ

る
と
す
る
。
次
に
天
官
・
地
官
・
春
官
・
夏
官
・
秋
官
・
冬
官
に
つ
い
て
略
述
し
て
、

地
官
の
役
割
を
明
確
に
し
、
地
官
を
教
官
と
い
わ
れ
る
の
は
、
人
民
に
人
倫
の
み
ち

を
教
え
る
こ
と
を
そ
の
職
能
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
人
間
存
在
を
、

凡
そ
人
は
天
地
中
和
の
気
を
受
け
て
生
ま
れ
、
自
然
に
人
倫
五
常
の
道
理
を
天

よ
り
受
け
て
、
其
の
心
に
備
ふ
。
こ
れ
万
物
の
長
た
る
所
以
な
り
。

と
す
る
。
し
か
し
こ
の
人
間
に
も
気
質
の
昏
明
清
濁
の
差
が
有
っ
て
、
導
け
ば
理

解
す
る
が
、
必
ず
し
も
自
発
的
に
道
理
を
知
り
え
ぬ
者
も
い
る
ゆ
え
に
、
大
君
が
天

に
代
わ
っ
て
民
を
教
導
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

司
徒
は
又
た
大
君
に
代
は
り
て
民
を
教
ふ
る
官
な
り
。
故
に
教
官
と
云
ふ
な
り
。

と
説
明
し
、
し
か
し
な
が
ら
常
に
民
が
衣
食
住
に
困
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
結
ぶ
。
以
下
、
司
徒
職
か
ら
比
長
ま
で
の
十
官
に
つ
い
て
『
周
礼
』
地
官
の

人
員
組
織
を
列
ね
て
解
説
を
加
え
、
続
い
て
大
司
徒
の
職
能
に
つ
い
て
、
『
周
礼
』

原
文
を
掲
げ
て
懇
切
に
解
説
し
て
、
巻
一
を
終
え
る
。
末
尾
に
、

大
司
徒
は
教
官
の
総
司
な
り
、
其
の
職
分
は
、
土
地
人
民
を
掌
る
な
り
。
故
に

土
地
の
図
を
考
へ
人
民
の
数
を
知
る
を
以
て
大
綱
と
す
。

と
し
て
、
要
す
る
に
、
「
衣
食
足
り
て
風
化
行
は
れ
る
」
　
こ
と
を
目
標
と
す
る
の

で
あ
る
と
し
め
く
く
る
。

巻
二
は
小
司
徒
よ
り
比
長
ま
で
の
十
官
に
つ
い
て
、
『
周
礼
』
原
文
を
掲
げ
て
解

説
し
、
そ
の
職
分
を
明
ら
か
に
す
る
。
終
わ
り
に
、
以
上
の
諸
官
は
地
官
の
総
司
で

あ
っ
て
、
民
を
教
へ
民
を
養
ひ
力
役
を
命
じ
賦
税
を
収
め
さ
せ
る
よ
う
取
り
計
ら
い

民
に
道
を
踏
み
外
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
る
べ
き
だ
と
論
ず
る
。

巻
三
は
遂
人
よ
り
司
塚
ま
で
十
二
官
に
つ
い
て
、
『
周
礼
』
地
官
の
人
員
組
織
を

列
ね
て
解
説
を
加
え
、
続
い
て
遂
人
よ
り
司
嫁
ま
で
『
周
礼
』
原
文
を
掲
げ
て
そ
れ

ぞ
れ
に
著
者
の
解
説
を
施
す
。
巻
末
に
は
著
者
の
総
合
的
な
司
徒
職
に
対
す
る
見
解

が
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
は
、
司
徒
職
は
民
を
教
え
る
こ
と
養
う
こ
と
を
二
大
目
標
と
し
、
こ
れ
が
す

な
わ
ち
民
政
の
大
端
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
目
標
が
諸
職
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
を
二
別
し
て
示
す
。

○
民
を
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
司
徒
の
、
「
十
二
教
を
施
す
」
　
「
教
象
の
法

を
象
魂
に
県
く
」
　
「
教
法
を
邦
国
都
部
に
施
す
」
　
「
郷
の
三
物
を
以
て
万
民
に
教
ふ
」

「
五
礼
を
以
て
中
を
教
へ
六
楽
を
以
て
和
を
教
ふ
」
。
小
司
徒
の
、
「
邦
を
建
つ
る

の
教
法
」
。
郷
師
・
郷
大
夫
・
州
長
・
党
正
に
、
皆
「
教
の
こ
と
を
掌
る
」
と
あ
り
、

郷
大
夫
に
、
「
其
の
徳
行
を
致
し
其
の
道
芸
を
察
す
」
　
「
三
年
大
比
に
は
其
の
徳
行

道
芸
を
致
し
て
賢
者
能
者
を
興
す
」
。
州
長
・
党
正
・
族
師
に
、
皆
「
時
々
法
を
読

み
て
徳
行
道
芸
孝
弟
陸
姻
の
者
を
書
す
る
」
な
ど
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
る
と
す

る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
民
が
人
の
道
を
知
り
実
行
し
て
不
義
無
道
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
配

慮
す
る
こ
と
が
、
大
君
の
仁
政
で
あ
り
国
家
平
治
の
根
本
で
あ
る
と
い
う
。

○
民
を
養
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遂
人
の
、
「
之
に
田
野
を
授
け
之
の
稼
穂
を
教
ふ
」

「
土
宜
を
以
て
稼
穂
を
教
へ
興
劫
を
以
て
虻
を
刺
し
時
器
を
以
て
忙
を
勧
む
」
　
「
野

の
上
地
中
地
下
地
を
弁
じ
て
以
て
田
里
を
額
か
つ
」
　
「
其
の
田
野
を
経
牧
し
て
其
の

食
ら
ふ
可
き
者
を
弁
ず
」
　
「
其
の
稼
穂
を
巡
り
て
其
の
民
を
移
用
す
」
。
遂
大
夫
で

は
、
「
稼
穂
を
教
ふ
」
　
「
稼
器
を
簡
べ
稼
政
を
憾
む
」
。
県
正
に
、
「
其
の
稼
事
を

趨
す
」
。
郡
長
・
里
宰
に
、
「
其
の
耕
帝
を
趨
す
」
。
鄭
長
に
、
「
其
の
女
功
を
稽
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ふ
」
。
闇
師
に
、
「
嬢
に
任
ず
る
に
女
事
を
以
て
す
」
　
と
有
る
な
ど
は
、
す
べ
て
衣

食
を
足
し
民
を
養
う
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
、
自
然
災
害
な
ど
が
有
っ
た
場
合
に
は
た
み
を
救
援
す
る
配
慮
も

お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
か
ら
、
郷
師
・
旅
師
・
司
塚
な
ど
に
い
う
よ
う
に
、
「
米

菓
を
貯
へ
置
民
の
難
脈
を
救
ひ
貧
民
を
済
ふ
」
　
な
ど
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
と
し
、

凡
そ
民
を
治
む
る
者
は
、
上
は
大
君
卿
大
夫
よ
り
、
下
請
有
司
に
至
る
ま
で
、

此
の
意
を
心
得
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。

と
述
べ
て
全
編
を
締
め
く
く
る
。

『
民
政
要
編
』
の
編
著
目
的
は
、
以
上
の
ご
と
く
、
土
地
人
民
を
司
る
著
に
対
し

て
そ
の
心
得
を
指
し
示
す
こ
と
に
在
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
倫
館
学
頭
で
あ
る
と
い

ぅ
著
者
の
自
意
識
も
加
え
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
れ
は
こ
の
書
で
は
、
特

に
司
徒
教
育
の
官
の
み
を
取
り
出
し
、
民
に
直
接
関
わ
る
諸
官
は
常
に
民
を
教
え
養

ぅ
こ
と
に
心
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
教
育
者
で
あ
る
こ

と
を
自
認
す
る
か
れ
が
そ
の
政
治
的
存
在
意
義
を
確
認
し
ょ
う
と
の
意
図
が
込
め
ら

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
為
政
者
の
根
本
的
な
施
政
理
想
と
い
う
も
の
を

古
典
以
来
の
理
念
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ
の
実
現
の
た
め
に
教
育
的
行
為
が
ど
う
参

加
す
べ
き
な
の
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
さ
ら
に
言
え
ば
、

こ
こ
に
は
聖
人
た
る
天
子
の
人
民
教
導
を
直
接
に
施
行
す
る
者
と
し
て
の
教
育
者
の

存
在
意
義
を
顕
示
し
よ
う
と
の
積
極
的
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
察
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
既
述
の
ご
と
く
、
か
れ
と
吉
田
松
陰
と
の
交
流

や
そ
の
思
想
討
論
な
ど
の
事
実
を
、
こ
の
書
の
編
著
と
い
う
こ
と
と
つ
き
あ
わ
せ
て

見
る
と
き
、
か
れ
の
当
世
に
構
え
る
姿
勢
に
は
特
別
な
意
味
も
隠
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
幕
府
に
よ
る
異
学
の
禁
を
受
け
て
の
朱
子
学

一
尊
と
い
う
全
国
的
教
育
環
境
の
中
に
在
っ
て
、
も
と
ろ
ん
か
れ
は
進
ん
で
学
風
を

朱
子
学
に
改
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
か
れ
が
当
世
に
説
く
に
政
治
の
理
想
の
姿
を

古
典
の
世
界
に
よ
っ
て
示
し
、
か
れ
本
来
の
古
文
辞
学
の
教
養
に
執
拗
に
現
代
的
意

義
を
見
出
し
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
教
育
老
学
者
と

し
て
の
立
場
か
ら
の
現
世
へ
の
主
体
的
な
批
判
が
潜
ん
で
い
る
と
把
捉
さ
れ
て
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
県
太
華
が
江
戸
末
期
の
激
動
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
か

を
論
ず
る
も
の
を
見
な
い
が
、
以
上
の
．
よ
う
に
考
察
す
る
と
き
、
か
れ
の
こ
の
時
期

の
こ
の
土
地
に
お
け
る
存
在
意
義
は
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
検
証
し
な
お

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
さ
ら

に
か
れ
の
他
の
行
動
や
仕
事
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
の
中
で
究
明
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
太
華
は
江
戸
末
期
の
政
治
と
社
会
を
ど
ん
な
ふ
う
に
観
察
し
た
の
か
、

こ
れ
を
明
確
に
す
る
資
料
に
ま
だ
出
会
え
な
い
。
実
際
に
は
、
こ
れ
の
考
察
を
通
し

て
、
激
動
の
時
代
に
対
処
し
た
教
育
者
と
し
て
の
か
れ
の
心
情
を
究
め
な
け
れ
ば
、

『
民
政
要
編
』
編
著
の
主
体
的
な
意
図
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
分
野
に
詳
し
い
識
者
の
ご

教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
平
成
二
年
十
二
月
）
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